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ご
自
身
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め

ど
う
か
、
特
定
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
特
定

健
康
診
査（
特
定
健
診
）は
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
※
）の
概

念
に
よ
り
、
内
臓
脂
肪
に
着
目
し
た
新

し
い
健
診
で
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
そ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
た
基
本
健
診
の
よ
う
に
希
望
者
だ
け

が
受
診
す
る
の
で
な
く
、
40
歳
か
ら
75

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
市
で
は
、
こ

の
該
当
者
に
加
え
、
35
歳
以
上
の
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
特
定
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
が
カ
ギ

　

内
臓
に
脂
肪
が
た
ま
る
と
、
血
圧
や

血
糖
値
等
が
高
く
な
り
や
す
く
、
病
気

と
は
診
断
さ
れ
な
い
程
度
の
軽
い
異
常

で
も
、
そ
れ
が
い
く
つ
も
重
な
る
と
動

脈
硬
化
が
進
み
や
す
い
こ
と
も
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
動
脈
硬
化
が
進
む
と
、

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
と
い
っ
た
命
に
か

か
わ
る
病
気
に
な
る
危
険
が
高
ま
り
ま

す
。

　

特
定
健
診
の
結
果
、
内
臓
脂
肪
が
た

ま
っ
て
き
て
い
る
人
や
、
血
糖
や
血
圧

等
が
少
し
で
も
高
く
な
っ
て
き
て
い
る

人
に
は
、
保
健
師
か
ら
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
た
め
の
特
定
保
健
指
導
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
。
し
か
し
、
ま
ず
は

健
診
を
受
診
し
な
け
れ
ば
予
防
に
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
体
を
知
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

家
族
、
そ
し
て
、
医
療
制
度
を
支
え
る

す
べ
て
の
保
険
加
入
者
の
た
め
に
、
特

定
健
診
を
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
受
付
中

　

国
保
加
入
者
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
受
付
を
行
っ
て
い
る
平
成

21
年
度
の
成
人
検
診
の
申
し
込
み
は
が

き
の
「
特
定
健
康
診
査
」
欄
に
○
印
を

記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
し
込

み
期
限
は
3
月
19
日（
木
）ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者
の

健
診
に
つ
い
て
は
、
各
職
場
の
担
当
者

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
次
ペ
ー

ジ
に
続
く
）

メタボリックシンドローム（※）とは・・・
内臓に脂肪が蓄積した状態に、高血
糖、高血圧、脂質異常のうち、いず
れか２つ以上を併せ持つ状態。いず
れか１つの場合は、メタボリックシン
ドローム予備群と言います。



特定健診を受けてください

本
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
約

26
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

特
定
健
診
で
は
、
平
成
24
年
度
末
ま

で
に
国
が
定
め
る
３
つ
の
目
標
を
達
成

で
き
な
い
場
合
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と

し
て
、
国
保
が
長
寿
医
療
制
度
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
）
へ
支
払
う
後
期
高

齢
者
支
援
金
（
負
担
金
）
が
最
大
10
％

増
額
さ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
目
標
を
達
成
し
な
い

と
、
国
保
の
負
担
が
増
え
、
そ
の
結
果

と
し
て
国
保
税
率
を
引
き
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目
の
中
に
は
、

特
定
健
診
の
検
査
項
目
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
て
、
そ
の
検
査
結
果
を
市
へ
提

出
す
る
こ
と
で
、
特
定
健
診
を
受
診
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
現
在
、
国
保
で
実
施
し
て
い

る
人
間
ド
ッ
ク
補
助
の
見
直
し
を
行
い
、

4
月
か
ら
新
し
い
内
容
の
補
助
を
実
施

す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

主
な
見
直
し
内
容
は
次
の
３
点
で
す
。

○
補
助
対
象
年
齢
の
拡
大

○
補
助
率
の
見
直
し

○
補
助
の
方
法

　

詳
細
は
4
月
以
降
の
広
報
紙
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
が
、
す
で
に
受
診
を
予
定

し
て
い
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
穂
市
民
課　

国
保
年
金
担
当

　
（
82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）
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健康と福祉

お礼申し上げます

骨・歯科検診の予約を受け付けます　３月９日（月）～２７日（金）
　市では、骨粗しょう症と歯周疾患予防を目的に骨・歯科検診を次のとおり実施します。
申し込みは、受診を希望される保健センターに電話でお申し込みください。なお、各保健センターの検診
定員数が決まっていますので、お早めにお申し込みください。（定員になり次第、締め切ります）

■時　　間　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分、午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分（30 分ごとの時間指定）
■料　　金　（骨）1,000 円、（歯科）無料
■内　　容　（骨）骨密度測定・栄養相談、（歯科）検診・相談
　　　　　　　　 ※骨密度は、手首からひじまでのレントゲン撮影で測定
　　　　　　　　 ※妊娠中・妊娠している可能性のある人は、骨検診が受けられません。
　　　　　　　　 ※骨検診・歯科検診のみの受診も可能です。
■申込期間　3 月 9 日（月）～ 27 日（金）（午前 8 時 30 分～午後 5 時【土日祝日を除く】）
■申込方法　希望日と時間帯を電話でお申し込みください。後日、受診券と検診票を送ります。
問健健康推進課保健予防係（481・0726 681・0703）または各保健センター

検診会場 検診日および検診日数 検診定員数
豊科保健センター（472・9970） 5 月 7 日（木）～ 8 日（金） 180 人
穂高保健センター（481・0711） 4 月 27 日（月）～ 28 日（火）午前 170 人
三郷保健センター（477・9111） 4 月 30 日（木）午前 70 人
堀金保健センター（473・5770） 4 月 30 日（木）午後 70 人
明科保健センター（481・2251） 4 月 28 日（火）午後 70 人

日赤社費・寄付金ご協力
ありがとうございました

平成 20 年度も皆さまのご協力により多額
の社費・寄付金をいただきました。
　皆さまからいただいたお金は、全額日本赤
十字社長野県支部へ納め、災害救護をはじめ
とする日赤事業に役立たせていただきます。

平成 20 年度日赤社費・寄付金納入額
 豊科地域 4,193,134 円
 穂高地域 4,900,640 円
 三郷地域 2,329,100 円
 堀金地域 2,106,700 円
 明科地域 1,407,315 円
 合　　計 14,936,889 円
問日赤安曇野市地区事務局
　（穂高健康支援センター内社会福祉課）
　481・0716 681・0703

寄附・寄贈のお礼【敬称略】
（12月 3日～ 1月 20 日）

◆塚田良子　スピードスケート靴７足
　（三郷小学校の冬季スポーツ振興のため）
◆寺口良英　100,000 円
　（穂高図書館の図書購入費として）　
◆あづみ野コンサートホール 長谷川 芳治

23,000 円（社会福祉のため）
◆牛越咲子　50,000 円
　（独り暮らしの高齢者福祉のため )
◆農事組合法人旬の味ほりがね物産センター

組合 組合長 片桐敏雄　からくり時計１個
（堀金保育園児が楽しみながら時間の勉強
をしてほしいため）

◆ＧＡＣ株式会社 代表取締役社長 杉浦明俊 
災害用備蓄品セット 50 個

　（防災協力のため）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

特
定
健
診
を
受
診
し
な
い
と
、

国
保
税
の
負
担
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

【
国
が
定
め
る
目
標
】

平
成
24
年
度
末
ま
で
に
…

●
特
定
健
診
の
受
診
率
65
％
以
上

●
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
45
％
以
上

●
メ
タ
ボ
の
該
当
者
・
予
備
群
の
減
少

　

率
10
％
以
上

シリーズ３　新型インフルエンザ

家庭で準備できる事は・・・
新型インフルエンザの被害を最小限にするために
は、流行時できるだけ外出しないなどの家庭・個
人での対策や、次のような準備がとても重要です。
●食料品、日用品の備蓄（最低 2 週間分）
●外から帰った時の手洗い、うがいなどの生活習慣
　を身につける
●流行時の外出にはマスク着用する
●大流行になった時の対応を家庭や職場で相談して
　おく

マスク着用は・・・
新型インフルエンザは主に咳やくしゃみなどによ
り感染します。そのため人にうつさないためにも、
人からうつらないためにもマスクが有効です。マ
スクは不織布製のもので、できるだけ隙間がない

ように自分にあったものを選びましょう。マスク
は一人あたり最低でも、20 ～ 25 枚程度は備蓄して
おくとよいでしょう。また、マスクの使用は必ず
一回ごとの使い捨てとし、家の中に持ち込まない
ように、捨てるときは家の外にふた付きのバケツ
などを用意して、捨てましょう。

手洗い、うがいをしましょう
ウイルスは主に鼻や口から入ります。通常の風邪
と同様に、特に外から帰ったら必ず手洗い、うが
いをするように習慣づけましょう。

石けんをよく泡立てて、
手首、手のひら、手の甲、
指の間、爪の間まで念入
りに洗いましょう。

国
が
定
め
る
３
つ
の
目
標

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す

本市役所本庁舎　 県安曇野庁舎　豊豊科総合支所　穂穂高総合支所　三三郷総合支所　堀堀金総合支所　明明科総合支所　健穂高健康支援センター
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申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
19
年
分
以
降
の
所
得
税
が
減
額
と

な
り
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
が
控

除
し
切
れ
な
い
場
合
に
は
、
申
告
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
翌
年
度
の
市
県
民
税
か

ら
減
額
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
分
の
申
告
期
限
は
3
月
16
日

（
月
）
で
す
。
こ
の
適
用
を
受
け
る
に
は
毎

年
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

〔
対
象
者
〕

　

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
の
間
に
現
在

お
住
ま
い
の
住
宅
に
入
居
し
、
所
得
税
の

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
て
い
る

人
で
、
次
に
該
当
す
る
人
。

○
給
与
所
得
者
（
年
末
調
整
済
み
の
人
）

　

平
成
20
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

の
源
泉
徴
収
税
額
が
０
円
で
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
可
能
額
が
住
宅
借
入
金
特

別
控
除
の
額
よ
り
多
い
場
合
。

○
確
定
申
告
を
す
る
人

　

平
成
20
年
分
確
定
申
告
に
お
い
て
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
た
結
果
、

納
め
る
所
得
税
が
な
く
な
り
（
差
引
所
得

税
額
が
０
円
）、さ
ら
に
引
き
き
れ
な
い
控

除
額
が
あ
る
場
合
。

〔
控
除
の
申
告
方
法
〕

　

控
除
を
受
け
る
に
は
、「
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。
控
除
申
告
書
は
各
総
合
支
所
の
税

務
会
計
係
窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
取
得
し
、
記
入
例
を
参
考
に
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

○
給
与
所
得
者
（
年
末
調
整
済
み
の
人
）

　

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
と
一
緒
に
控
除

申
告
書
を
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
税
務

会
計
係
に
提
出
す
る
か
、
市
民
税
課
ま
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
確
定
申
告
を
す
る
人

　

確
定
申
告
書
と
一
緒
に
控
除
申
告
書
を

税
務
署
へ
提
出
す
る
か
、
市
の
申
告
相
談

会
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
申
告
期
限
〕

　

現
在
、
平
成
20
年
分
の
控
除
申
告
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
適
用
を
受
け
る

に
は
毎
年
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

昨
年
申
告
を
さ
れ
た
人
も
3
月
16
日（
月
）

ま
で
に
控
除
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
控
除
を
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
豊
市
民
税
課

　
（
72
・
３
１
１
１ 
72
・
８
３
４
０
）
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住宅ローン控除を受けている皆さんへ

市県民税の住宅ローン控除の

申告期限は、3月16日（月）です。

３月の納期

●市県民税	 （随期）
●後期高齢者医療保険料	 （９期）
●介護保険料	 （３月分）

= 納期限は３月 31 日（火）=
●国民健康保険税	 （９期）
●水道料金	 （豊科 ･堀金 ･明科地域）
●下水道使用料	 （穂高・三郷地域）

= 納期限は３月 25 日（水）=

　

多
重
債
務
・
消
費
者
問
題
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相
談

内
容
な
ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
19
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

■
場
所　

穂
高
総
合
支
所
第
１
会
議
室

■
相
談
人
数
（
定
員
）　

８
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
相
談
時
間　

１
人
20
分

■
申
し
込
み　

3
月
12
日
（
木
）
の
午

前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
に
、
電
話
で

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
本
総
務
課
庶
務
係

　
（
71
・
２
０
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

　

松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
複

雑
・
多
様
化
す
る
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
、
長
野
県
消

費
生
活
条
例
の
施
行
に
合
わ
せ
、
司
法

書
士
会
の
協
力
を
得
て
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

借
地
借
家
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
悩

み
の
人
は
、
ご
予
約
の
上
、
ぜ
ひ
相
談

窓
口
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

■
場
所　

松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

■
相
談
方
法　

面
接
に
よ
る
相
談

■
申
し
込
み　

3
月
16
日（
月
）か
ら
26

日（
木
）の
午
後
5
時
ま
で
に
松
本
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
35
・
１
５
５

６
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
穂
環
境
課
交
通
防
犯
係

　
（
82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）

　

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買

な
ど
の
不
動
産
の
権
利
の
登
記
や
会
社

・
法
人
な
ど
の
設
立
・
変
更
・
解
散
な

ど
の
登
記
、
ま
た
裁
判
所
へ
の
提
出
書

類
の
作
成
な
ど
、
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時　

3
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

■
場
所　

豊
科
公
民
館
２
階
小
会
議
室

■
申
し
込
み　

不
要
で
す
。
当
日
会
場

　

で
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

問
豊
都
市
建
設
部
監
理
課

　
（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
８
３
４
０
）

　

農
業
委
員
会
事
務
局
が
行
う
出
張
相

談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時

　

4
月　

6
日
（
月
）・
7
日
（
火
）

　
　
　
　

8
日
（
水
）

　

5
月　

7
日
（
木
）・
8
日
（
金
）

　
　
　
　

11
日
（
月
）

　

6
月　

4
日
（
木
）・
5
日
（
金
）

　
　
　
　

8
日
（
月
）

　

い
ず
れ
も
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時

　

15
分

■
場
所　

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

問
三
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

　

森
林
整
備
な
ど
で
伐
採
し
た
広
葉
樹

等
を
薪
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
と
し
て
有
効

活
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
と
松
本
広
域
森
林
組
合
に
よ
る
薪

材
の
提
供
を
実
施
し
ま
す
。
希
望
者
は

次
の
と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
配
布
方
法　

道
端
に
集
積
さ
れ
て
い

る
木
材
を
、
各
自
で
裁
断
し
、
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

■
場
所　

明
科
東
川
手
地
区
の
山
林

（
詳
細
は
書
面
で
ご
案
内
し
ま
す
）

■
実
施
日

第
１
回　

3
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

第
２
回　

3
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

第
３
回　

3
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■
定
員　

各
実
施
日
30
人

　
（
ス
ト
ー
ブ
１
台
に
付
き
１
人
1
回
の

応
募
で
お
願
い
し
ま
す
）

■
参
加
負
担
金　

２
、
０
０
０
円
／
回

（
傷
害
保
険
料
と
森
林
組
合
手
数
料
）

■
提
供
量　

１
人
に
つ
き
最
大
で
軽
ト

ラ
ッ
ク
１
台
（
約
３
０
０
㌕
）

■
応
募
要
件
な
ど

①
応
募
者
は
市
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

②
各
実
施
日
の
定
員
を
超
え
た
場
合
、

過
去
の
参
加
状
況
を
考
慮
し
、
抽
選

と
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

3
月
9
日
（
月
）
か
ら

12
日
（
木
）
の
間
に
、
希
望
日
を
添

え
て
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　

松
本
広
域
森
林
組
合

（
77
・
２
４
１
３ 

77
・
２
６
３
５
）

　

ま
た
は
、
三
耕
地
林
務
課

　
（
77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

※
申
込
者
に
は
後
日
、
場
所
・
負
担
金

の
納
入
先
・
当
日
の
持
参
品
な
ど
を

記
載
し
た
案
内
書
を
送
付
し
ま
す
。
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多
重
債
務
・
消
費
者
問
題
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

消
費
者
の
た
め
の
借
地
借
家
ト
ラ
ブ
ル

無
料
司
法
書
士
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
相
談

薪
材
を
提
供
し
ま
す

農
業
委
員
会
事
務
局

出
張
相
談
日

暮
ら
し
・
資
産
な
ど
の
相
談

農　
　

林



　

松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
安
曇

野
支
所
は
、
県
の
組
織
再
編
の
た
め
４

月
か
ら
松
本
市
の
本
所
（
長
野
県
松
本

合
同
庁
舎
内
）
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
連
絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

４
月
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
の
場
合
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
連
絡
先

　

〒
３
９
０
‐
０
８
５
２　

松
本
市
大
字

島
立
１
０
２
０　

松
本
合
同
庁
舎
内

　
（
47
・
７
８
０
０ 

47
・
６
５
９
４
）

mm
atsum

oto-aec@
pref.nagano.jp

　

果
樹
栽
培
に
お
い
て
は
、
毎
年
の
よ

う
に
凍
霜
害
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
収
穫
量
の
減

少
や
品
質
低
下
、
農
業
所
得
の
減
少
な

ど
農
家
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。

　

基
幹
作
物
の
果
樹
に
不
慮
の
災
害
が

あ
っ
た
場
合
、
市
で
は
被
災
農
家
へ
の

支
援
金
と
し
て
、
一
時
的
に
多
額
の
行

政
負
担
を
さ
け
る
た
め
、
農
家
の
皆
さ

ん
が
「
果
樹
共
済
」
に
加
入
す
る
際
に
、

掛
け
金
の
20
％
を
補
助
す
る
「
果
樹
共

済
加
入
促
進
対
策
事
業
」
を
、
本
年
度

も
引
き
続
き
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

災
害
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
農
作
物

へ
被
害
を
及
ぼ
す
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
己
防
衛
策
と

し
て
、
果
樹
共
済
に
積
極
的
に
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

問
中
信
農
業
共
済
組
合
安
曇
野
支
所　

　
（
72
・
５
１
９
２
）
ま
た
は
、

　

三
農
政
課
農
政
係

　

自
家
野
菜
の
栽
培
を
通
し
て
農
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

三
郷
地
域
に
あ
る
市
民
農
園
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
場
所
・
区
画
数

　

○
中
萱
農
園
48
区
画

　

○
小
原
農
園
（
下
長
尾
）
41
区
画

　

○
一
日
市
場
農
園
20
区
画

※
区
画
数
は
増
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

■
農
園
面
積　

１
区
画
約
33
平
方
㍍　

　
（
約
10
坪
）

■
利
用
期
間　

　

4
月
11
日
（
土
）
～
11
月
30
日
（
月
）

■
利
用
料

　

１
区
画　

年
額
１
、
０
０
０
円

■
そ
の
他

・
一
人
で
複
数
区
画
を
申
し
込
む
こ
と

も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
同
一
世
帯

の
人
は
代
表
一
人
に
限
り
ま
す
。

・
農
具
は
各
自
で
用
意
く
だ
さ
い
。

・
利
用
者
に
よ
る
共
同
管
理
作
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
資
格
な
ど　

・
市
内
に
在
住
す
る
人

・
昨
年
度
の
利
用
者
も
新
規
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
優
先
有
り
）

■
申
し
込
み　

3
月
19
日
（
木
）
ま
で

に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
抽
選
・
契
約
日
（
予
定
）

区
画
の
場
所
を
決
め
る
抽
選
会
と
契

約
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕　

○
中
萱
農
園　

4
月
9
日
（
木
）　

　

午
後
７
時
～

○
小
原
・
一
日
市
場
農
園　

4
月
10

　

日
（
金
）
午
後
７
時
～

〔
場
所
〕
三
郷
総
合
支
所
3
階
講
堂

問
三
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

　
（
77
・
３
１
１
１ 
77
・
６
０
６
０
）

　

20
年
に
一
度
の
穂
高
神
社
大
遷
宮
祭

が
5
月
2
日
か
ら
17
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
皆
さ
ん
が
安
曇
野
に
訪
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
臨
時
観
光
案
内
所
で
、
来

訪
者
に
周
辺
の
観
光
案
内
な
ど
を
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募

集
し
ま
す
。

■
期
間　

5
月
2
日（
土
）～
17
日（
日
）

（
大
遷
宮
期
間
中
）、
お
お
む
ね
午
前

9
時
～
午
後
4
時

■
従
事
時
間　

希
望
時
間
帯
に
よ
っ
て

調
整
し
ま
す
。

■
報
酬　

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
交

通
費
等
は
実
費
弁
償
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他　

応
募
者
に
は
、
安
曇
野
の

観
光
に
つ
い
て
の
講
習
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
期
間　

3
月
19
日
（
木
）
ま
で

■
応
募
方
法　

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
三
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
（
77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）
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安
曇
野
の
持
つ
自
然
・
歴
史
・
文
化

な
ど
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
、
早

春
の
安
曇
野
を
散
策
し
ま
せ
ん
か
。
豊

科
、
穂
高
地
域
を
散
策
し
た
後
、
田
淵

行
男
記
念
館
を
鑑
賞
し
、
ぬ
か
く
ど
で

炊
い
た
お
に
ぎ
り
と
安
曇
野
の
味
覚
い

っ
ぱ
い
の
み
そ
汁
を
味
わ
い
ま
す
。

■
日
時　

3
月
15
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
1
時
半

■
集
合
場
所　

田
淵
行
男
記
念
館

■
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

（
保
険
料
・
昼
食
材
料
費
）

■
定
員　

15
組
（
先
着
順
）

ご
家
族
以
外
の
組
は
１
組
３
人
ま
で

■
申
し
込
み　

3
月
11
日
（
水
）
ま
で

に
左
記
ま
で
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
三
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
（
77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

　

mazum
ino-brand@

city.azum
i

　

no.nagano.jp

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
県
内
の

宿
泊
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
信
州
に
泊
ま
ろ
う
！
県
民
宿
泊
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、宿
泊
利
用
回
数
に
応
じ
て
、

抽
選
で
１
０
０
０
人
に
宿
泊
補
助
券
や

県
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
得
な
宿
泊
プ
ラ
ン
を
用
意

し
て
い
る
宿
泊
施
設
や
旅
行
会
社
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
長
野
県
公
式
観

光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

uhttp://w
w

w
.nagano-tabi.net/

問
信
州
・
長
野
県
観
光
協
会

　
（
０
２
６
・
２
３
４
・
７
２
１
９
）

　

ま
た
は
県
庁
観
光
振
興
課

　
（
０
２
６
・
２
３
５
・
７
２
５
４
）

　

市
で
は
平
成
21
・
22
年
度
の
工
事
費

１
０
０
万
円
未
満
小
規
模
土
木
工
事
登

録
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
登
録
要
件　

市
内
に
本
社
を
有
し
、

次
の
各
号
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が

要
件
で
す
。

（
１
）契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
す

る
者
及
び
破
産
者
で
な
い
者

（
２
）安
曇
野
市
建
設
工
事
等
入
札
参

加
資
格
者
名
簿
（
土
木
）
に
登
録
さ

れ
て
い
る
者
（
た
だ
し
、
市
道
除
雪
受

託
者
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

（
３
）
希
望
業
種
の
履
行
に
あ
た
り
必

要
と
な
る
資
格
、許
可
等
を
有
す
る
者

（
４
）自
社
に
お
い
て
施
工
能
力
を
有

す
る
者
（
一
括
下
請
の
禁
止
）
市
内

全
域
施
工
が
可
能
な
者

（
５
）
夜
間
、
緊
急
、
災
害
時
に
出
動

で
き
る
者

■
申
請
方
法

　

安
曇
野
市
小
規
模
工
事
登
録
要
領

に
基
づ
き
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
同

要
領
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
だ
だ
く
か
、
都

市
建
設
部
建
設
課
維
持
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

3
月
4
日
（
水
）
～
3
月
13
日
（
金
）

■
受
付
場
所
・
時
間

豊
科
総
合
支
所
内
都
市
建
設
部
建
設

課
維
持
係　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

問
豊
建
設
課
維
持
係

（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
３
５
６
９
）
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情報ボックス
Information Box

本

堀

豊 穂 三県安曇野庁舎市役所本庁舎 豊科総合支所 穂高総合支所 三郷総合支所

堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健

４
月
か
ら
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

安
曇
野
支
所
が
統
合
さ
れ
ま
す

果
樹
農
家
の
皆
さ
ま
へ

果
樹
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

三
郷
地
域

市
民
農
園
利
用
者
の
募
集

第
３
回　

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
発
見
ウ
ォ
ー
ク

大
遷
宮
祭
期
間
中
の

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

平
成
21
・
22
年
度　

安
曇
野
市
小
規
模
土
木
工
事

登
録
業
者
の
募
集

信
州
に
泊
ま
ろ
う
！

県
民
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

工事名 工事箇所 請負者 請負代金
河川改修事業　権田川河川改修工事（河川・道路） 穂高北穂高 ㈱関組 19,530,000

（交付金）　公共下水道　青木花見第２マンホール
ポンプ場設備工事 穂高北穂高 ㈱メエップ 8,400,000

ビレッジ安曇野厨房配管等改修工事 ビレッジ安曇野 ㈱武井建設 7,329,000

市単道路維持事業　市道明科２０４７号線　側溝工事 明科南陸郷 ㈲竹内土建 3,570,000

三郷北部保育園保育室改修工事 三郷北部保育園 富士開発㈱ 3,570,000

入札・契約結果（平成 21 年 1 月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）
観
光
・
ブ
ラ
ン
ド
推
進

事
業
者
の
み
な
さ
ま
へ
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速度起因の事故

ベルト非着用の事故

カーブでの事故

交差点の事故

飲酒運転の事故

県外ドライバーの事故

高齢ドライバーの事故

若年ドライバーの事故

高齢者の事故

高校生の事故

こどもの事故

二輪車の事故

自転車の事故

歩行者の事故

0 100 200 300 400

火
の
始
末　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る

信
濃
路
は
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
走
る
み
ち

　

安
曇
野
警
察
署
管
内
に
お
け
る
平
成

20
年
中
の
自
転
車
盗
難
認
知
件
数
は
２

１
７
件
で
、
そ
の
う
ち
１
２
４
件
（
57

　

昨
年
、
市
内
で
発
生
し
た
最
も
多
い

交
通
事
故
は
「
交
差
点
で
の
事
故
」
で

す
。
特
に
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で

は
、
一
時
停
止
し
て
左
右
の
安
全
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故
も
目
立
ち

ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
「
高
齢
者
の
歩

行
中
」
の
事
故
で
す
。

　

ま
た
、「
事
故
発
生
箇
所
が
自
宅
か
ら

５
０
０
㍍
以
内
で
、
道
路
横
断
中
に
左

方
向
か
ら
の
車
と
衝
突
す
る
事
故
」
が

％
）
が
駅
駐
輪
場
で
被
害
に
遭
っ
て
い

ま
す
。
自
転
車
の
盗
難
被
害
は
、
新
学

期
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。「
確

実
に
施
錠
す
る
」、「
補
助
錠
を
つ
け
る
」

な
ど
し
て
、
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
―
ル
と
マ
ナ

ー
を
守
り
、
交
通
事
故
を
減
ら
し
ま
し

ょ
う
。

3 月 1 日から 7 日まで「春の
火災予防運動」が実施されてい
ます。空気が乾燥し、火災が起
こりやすい季節が続きます。「ち
ょっとなら」の気持ちが火災を
起こします。火を使うときは、
その場を絶対に離れないように
してください。

また、一般住宅への住宅用火
災警報器の設置が義務付けられ
ました。設置する場所は、寝室
や階段の２階部分などです。本
年 6 月 1 日までに設置してく
ださい。
　詳しくは最寄りの消防署へお
尋ねください。
問豊科消防署（472･3145）
問穂高消防署（482･3262）
問梓川消防署（478･2090）
問明科消防署（462･2992）

4 月 6 日から 15 日まで全国
一斉に「春の全国交通安全運動」
が実施されます。

［運動の基本］
子どもと高齢者の
交通事故防止

新入学期は子どもの交通事故
が増加します。自宅近くの危険
箇所を、家族で再点検しましょう。

また、高齢社会の進展に伴い、
高齢ドライバーが加害者となっ
たり、高齢歩行者が被害者とな
る交通事故が増加しています。

子どもと高齢者の交通事故防
止に、家族ぐるみ、地域ぐるみ
で取り組みましょう。
●長野県交通安全運動推進本部

安曇野市交通安全推進協議会

昨
年
、ど
ん
な
交
通
事
故
が

多
か
っ
た
？

あ
な
た
の
自
転
車
が

狙
わ
れ
て
い
る
。

駐
輪
場
で
盗
難
多
発
！

３
つ
の
傾
向

春の火災予防運動

春の交通安全運動

平成 20 年中安曇野市では
576 件の交通事故が発生（うち死者５人負傷者 744 人）

安曇野市の事故の内容　単位（件）

●安曇野警察署　安曇野交通安全協会
　安曇野市交通安全推進協議会

トピックス
1

トピックス
2

穂高駅
20

9.2%

豊科駅
23

10.6%

南豊科駅
18

8.3%

一日市場駅
18

8.3%

柏矢町駅
14

6.5%
明科駅

5
2.3%

梓川駅
9

4.1%

有明駅
6

2.8%

中萱駅
7

3.2%

その他
93

42.9%

安曇追分駅
4

1.8%

安曇野警察署管内における
自転車盗難認知件数（平成 20 年中）
※認知件数 ･･･ 警察に盗難届を出した件数

[ パブリックコメント ]　 安曇野市交通安全計画に関する意見を募集

　市では、交通安全対策を効果的に推進するため、
平成 21 年度から運用する「安曇野市交通安全計画」
の策定を進めています。
　このたび、関係機関などの協力を得ながら、こ
の計画の素案を作成しました。
　そこで、皆さんからこの素案への意見などを広
く募集します。
■素案の閲覧方法　

市ホームページ、または次の場所で閲覧できま
す。
●各総合支所　地域支援課
●環境課（穂高総合支所）
●市民活動センター「くるりん広場」

■募集対象　
市内に住所を有する人、市内に事務所または事
業所を有する人、市内の事務所および事業所に
勤務する人、市内の学校に在学する人

■募集期間　
3 月 27 日（金）まで

■提出方法
　以下①②③のあて先は、環境課となります。

①電子メール kankyou@city.azumino.nagano.jp
②ファックス　82・6622
③郵送　〒 399-8303 安曇野市穂高 6685 番地
④直接持参　穂高総合支所内環境課または最寄
　りの総合支所地域支援課

■提出様式
　様式は自由です。必須項目として提出する人の

住所・氏名（団体名）・電話番号を必ず記載して
ください。必須項目がないもの、電話や口頭で
の受付はできません。

■ご意見の取り扱い
　お寄せいただいた意見などは、後日、市の考え

方を整理した後、個人情報を除き、ホームペー
ジで公表します。なお、個々のご意見に対して
直接の回答はしませんのでご了承ください。
問穂市民環境部環境課交通防犯係
　（482・3131 682・6622）

※田沢駅周辺の盗難は「その他」
　に含んでいます

危険な発生箇所
自宅から 500㍍以内
で、道路横断中に
左方向からの車と衝
突する事故が多発！

大事な自転車を
盗難から守るために

●自転車から離れるときは、確実に施錠しましょう。
●ワイヤー錠などの補助錠をしましょう。
●万一の盗難に備え、防犯登録をしましょう。
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施設のイベント

豊科郷土博物館
4672・5672

講座 
安曇野の絵馬
市内には市指定有形文化
財となっている絵馬が数
多くありますが、それらの絵馬は拝殿の中へ掛けられ、普
段はあまり見ることができません。この講座では実際に奉
納された絵馬を見学し、安曇野に暮らしていた人々の素朴
な願いや、絵馬奉納の歴史を学びます。庶民にとって親し
みやすい芸術でもあった絵馬の美しさを再発見しませんか？ 
■日　　時　3 月 28 日（土）13：30 ～ 15：00
■会　　場　熊野神社・伍社（三郷）現地集合・解散
■定　　員　25 人（先着順・定員に達し次第締め切り）
■受 講 料　200 円（保険代・資料代など）
■申し込み　3月7日（土）～26日（木）までに豊科郷土博物館
　　　　　　窓口へ参加費を添えてお申し込みください。

博物館収蔵「おひな様」を展示
ひな祭りに合わせ、館収蔵のひな人形を展示します。時代
で異なるおひな様の姿をぜひご覧ください。
■会　　期　3 月 10 日（火）～ 29 日（日）
■会　　場　展示室
■開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
■入 館 料　大人100（80）円、小中生　50（40）円
　　　　　　（　）内は 20 人以上の団体料金　

貞享義民記念館
477・7550 677・7551

楡フォトクラブ写真展 安曇野の四季
楡フォトクラブの皆さんの安曇野をテーマとした個性豊か
な作品を展示します。
■期　　間　3 月 4 日（水）～ 31 日（火）　9：00 ～ 17：00
■入 館 料　無料（常設展は有料）

碌山公園研成ホール
4682・0769

ＤＶＤ上映会 碌山美術館 本館建設の記録
「この館は二十九万九千百余人の力で生まれたりき」。そう
記されている碌山美術館本館。1957 年の建設を記録した貴
重な映像を鑑賞し、座談会で当時を振り返ります。
■日　　時　3 月 14 日（土）15：00 ～ 16：30
■入 場 料　無料
■問い合わせ　研成ホール（482・0769）

碌山美術館講座 彫塑制作 Ⅲ
碌山美術館主催の彫塑教室。今回は上級者向けの内容で、
人物の全身像を制作します。
■日　　時　3 月 23 日（月）～ 29 日（日）9：30 ～ 17：00
■講　　師　二木福治、細萱美穂人 さん　　　　
■対　　象　上級者
■定　　員　10 人
■受 講 料　7,000 円（材料費別途）
■申し込み　研成ホール（482・0769）まで電話等でお申
　　　　　　し込みください。

あづみ野秋香会主催 菊作り（大菊三本立）講習会
「菊の花は好きだが、育てるのが難しい」という皆さん。ぜ
ひこの機会にご参加ください。一度育てればやみつきにな
り、ますます深みにはまるのが菊作りです。
■期　　間　4 月～ 10 月までの月１回
　　　　　　（第１回は 4 月 5 日〔日〕）
■受 講 料　1,000 円
■定　　員　20 人（先着）
■申込期限　3 月 31 日（火）
■申し込み・問い合わせ　あづみ野秋香会代表　川村さん
　　　　　　　　　　　　（482・3082）

豊科近代美術館
473・5638 673・6320

友の会絵画部 第 10 回作品展
豊科近代美術館友の会絵画部で学んだ会員によるデッサン、
水彩画、油彩画等およそ 100 点を展示します。作品展の 10
周年を記念し、下條周

ちかのぶ

信さんの作品も展示します。
■会　　期　3 月 14 日（土）～ 29 日（日）
■会　　場　2 階展示室
■入 場 料　無料（常設展は有料）
■開館時間　9：00 ～ 17：00（最終日は 16：00 まで）
■休 館 日　3 月 16 日（月）・23 日（月）

自然体験交流センター「せせらぎ」
4662・6667

ワサビの花芽調理教室
ワサビの花芽の調理は簡単にできますが、ゆで方がホウレ
ン草など一般の野菜と異なります。ちょっとしたコツをつ
かみ、早春の味を手軽に味わってみませんか。
■日　　時　3 月 14 日（土）10：30 ～ 12：00
■対　　象　市民一般
■費　　用　100 円（持ち帰りのワサビ花芽代金）
■定　　員　40 人（先着順）
■申し込み　3 月 10 日（火）までに上記まで電話でお申し
　　　　　　込みください。

明科子どもと大人の交流学習施設「ひまわり」
462・2001 662・1124

音楽の宝箱スプリングコンサート
ひまわりサポーターの会では、スプリングコンサートを開
催します。春花ほころび、心弾むこの季節、お誘い合って
お出掛けください。
■日　　時　3 月 21 日（土）14：00 開演
■場　　所　明科子どもと大人の交流学習施設
　　　　　　「ひまわり」ハーモニーホール
■曲　　目　「からたちの花」、「手紙～拝啓十五の君へ～」、
　　　　　　「情熱大陸」ほか
■出 演 者　歌・倉科京子さん、バイオリン・近藤聡さん、
　　　　　　ピアノ・大野一子さん
■入 場 料　1,000 円、高校生以下無料
問社会教育課子ども支援係（462・4565 662・3525）

あづみ野ガラス工房
4672・8030

春休み 親子ガラス体験イベント
グラス、ぐいのみ、一輪挿し、クリーマーのいずれかを吹
きガラスで制作する体験イベントです。親子でチャレンジ
してみませんか。
■日　　時　3 月 24 日（火）、25 日（水）
　　　　　　午前の部：9：00 ～、午後の部：13：30 ～
　　　　　　※時間の指定はできません。
■対　　象　市内在住の小学生と、その保護者
■参 加 料　小学生無料、保護者 1,575 円（通常の半額）
■定　　員　100 人（先着順）
■申し込み　3 月 9 日（月）から 3 月 16 日（月）の間に上
　　　　　　記まで電話お申し込みください。

田淵行男記念館
4672・9964

田淵行男没後 20 年記念企画展
安曇野残影 ～ナチュラリストのメッセージ～
自然と人間生活のあり方について、早くからメッセージを
発信し続けていた田淵行男。地球温暖化が深刻さを増す昨
今、ますますその意味は重要なものになっています。田淵
行男の没後 20 年にあたる今年、あらためて彼のメッセージ
に耳を傾け、その業績に目を向けていただければ幸いです。
■会　　期　～ 7 月 5 日（日）
■観 覧 料　大人 300（200）円、小中生 200（100）円　
　※（　）内は 20 人以上の団体料金
■休 館 日　月曜日（祝日の場合開館）、祝日の翌日
　※ 4 月 30 日は臨時開館します。

あづみ野ランド
4682・0256

ジムネット体操教室
４月から始まる体操教室の無料体験講座です。小さい頃に
身に着けた運動習慣は一生の宝物です！　誰でも気軽にで
きる楽しい運動を体験してみてください。
■日　　時　3 月 15 日（日）、3 月 20 日（金）
　※時間はクラスで異なります。お問い合わせください。
■場　　所　あづみ野ランド体育館
■開講クラス　◇からだづくりコース　（小学生クラス／対

象：小学生）、（キッズ運動クラス / 対象：４歳、
５歳児）、（親子運動クラス / 対象：小学生親子）
◇体操競技コース（基礎クラス / 対象 : 小学生）

■参 加 費　保険料 50 ～ 100 円程度。
■定　　員　各クラス 20 人（親子は 20 組）
■申　　込　上記まで電話などでお申し込みください。
　　　　　　各クラスとも先着順となります。

山姥と金太郎（中萱熊野神社）

建設中の
美術館本館

「野の道　豊科町近郊にて」1967 年	田淵行男撮影
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明
科
、
三
郷
図
書
館
の

　
　

開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　

明
科
図
書
館
と
三
郷
図
書
館
の
開
館
時

間
が
4
月
1
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
新
し

い
開
館
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
6

時
ま
で
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
開
館

時
間
は
全
館
共
通
と
な
り
ま
す
。

　　
　

豊
科
図
書
館
の

　
　

休
館
日
が
変
わ
り
ま
す

　

豊
科
図
書
館
の
休
館
日
が
、
4
月
１
日
か

ら
、
祝
日
の
翌
日
と
火
曜
日
と
な
り
ま
す
。

　
　

　
　

臨
時
休
館
に
つ
い
て　

　

市
内
図
書
館
に
は
定
期
的
な
休
館
日
の

他
に
、
臨
時
的
に
休
館
と
な
る
日
が
あ
り

ま
す
。
休
館
日
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
図
書
館
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
文
化
課
図
書
館
係

　
（
82
・
５
９
７
０
82
・
３
９
９
０
）

　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
内
新
図
書
館

準
備
に
伴
い
、
穂
高
図
書
館
は
4
月
30
日

（
木
）で
閉
館
と
な
り
ま
す
。
開
館
か
ら
20

年
以
上
の
間
、
ご
利
用
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
閉
館
後
は
恐
れ
入
り
ま

す
が
他
地
域
の
市
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
貸
し
出
し　

3
月
31
日
（
火
）
ま
で

■
館
内
利
用　

4
月
1
日
（
水
）
か
ら
29

日
（
水
）
ま
で
の
間
、
本
の
閲
覧
と
返

却
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

■
完
全
閉
館　

4
月
30
日
（
木
）

問
穂
高
図
書
館

　
（
84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６
）

非
常
勤
職
員
の
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
21
年
6
月

か
ら
主
に
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
内
の

新
図
書
館
に
勤
務
す
る
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
勤
務
条
件
原
則
と
し
て
、
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
8
時
30
分
ま
で
の
３
交
代

制
に
よ
る
週
30
時
間
未
満
の
勤
務
。（
通

勤
費
は
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
雇
用
期
間　

平
成
21
年
6
月
1
日
～
平

成
22
年
3
月
31
日

■
業
務
内
容　

図
書
館
業
務
補
助
（
窓
口

業
務
、
配
架
、
庶
務
事
務
な
ど
）

■
応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
の
初
歩
的
な
操

作
が
で
き
る
こ
と
。

■
時
給　

８
１
０
円
・
図
書
館
司
書
資
格

の
あ
る
場
合
８
６
０
円（
21
年
度
予
定
）

■
募
集
人
数　

10
人
程
度

■
申
請
書　

申
込
書
は
、
市
内
図
書
館
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
図
書
館
案
内
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
と
と
も
に
穂
高
会
館
内
文
化

課
図
書
館
係
ま
で
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
受
付　

4
月
10
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分

（
土
日
を
除
く
）

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
後
、
面
接
を
行

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
4
月
中
旬

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
・
申	

穂
高
会
館
内
文
化
課
図
書
館
係

　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

　

安
曇
野
市
穂
高
５
０
４
７
番
地

　
（
82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０
）

図書館 市博物館・友の会の案内

臼井吉見文学館友の会　〔会員特典〕①入館料無料 ②文学館主催の講演会・研修会への案内および刊行物配布 ③会員同伴者
は１名様のみ入館料が割引【年会費】　個人会員　2,000 円　問臼井吉見文学館事務局（472・5796）
豊科郷土博物館友の会　12 の部会で構成。◎講座を開催する部会　押絵部：毎月第１土曜、植物画部 : 毎月第２･ ４水曜、刺しゅ
う部：毎月第 2・4 火曜、絵手紙部：毎月第 1・3 火曜、郷土史部：毎月第 4 土曜※開催日は変更になる場合もあります。◎展
覧会を開催する部会　美術部・書道部・写真部・水墨画部　◎自然と遊ぶ・学ぶ部・山草部（展示会・苗交換・栽培講習会な
どの活動）、サクラソウ部（展示会・苗交換・栽培講習会などの活動）、自然部（自然探訪会などの活動）〔会員特典〕①入館
料無料②友の会事業（研修旅行など）への参加・情報提供　〔年会費〕１部会 1,000 円　問安曇野市豊科郷土博物館（4672・
5672）
豊科近代美術館友の会　【会員特典】 ①常設展、特別展の観覧が無料 ②友の会の各種活動への参加（絵画部、読書会、バラ研
究会、ボランティア、研修旅行、音楽会など）③美術館の各種講座、ワークショップ等への参加 ④「友の会会報」の無料配
布 ⑤友の会、美術館事業の定期的な情報提供　【年会費】個人会員 3,000 円、ファミリー会員 6,000 円、学生会員 2,000 円　※
ファミリー会員は、同居の家族全員が特典を受けることができます。【入会金】入会金（個人・学生 1,000 円、ファミリー 2,000
円）が必要です。　問安曇野市豊科近代美術館（473・5638 673・6320）
安曇野髙橋節郎記念美術館友の会　【会員特典】①常設・企画展の観覧が無料 ②グッズ割引 ③友の会・美術館広報の無料配
布 ④友の会主催の催し物への優先的な参加　【年会費】一般会員 2,000 円　家族会員１人 1,000 円　賛助会員１口２万円　問
美術館友の会事務局（481・3030 682・0551）
田淵行男記念館友の会　【会員特典】①入館料無料 ②記念館グッズの割引ほか　【年会費】一般会員（個人）3､ 000 円、家族
会員 5,000 円《部会》※部会に所属しないこともできます。◎写真部会　年 2 ～ 3 回の撮影会・学習会を行い、展覧会を開催。
◎「むしの会」部会　毎月第 2 土曜日を中心に小中学生の親子を対象にした昆虫の観察会を開催。※原則家族会員対象
第１回むしの会　自然観察会
■日　　時　4 月 11 日（土）9：00 ～正午　■集　　合　ビレッジ安曇野研修室
■内　　容　オリエンテーションと記念館周辺で自然観察会
■申し込み　受講するには、家族会員に登録する必要があります。4 月 5 日（日）までに記念館窓口に年会費 5,000 円を添え
　　　　　　てお申し込みください。
問田淵行男記念館（4672・9964）

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

豊科・真々部区
第 2回	味の文化祭

地域の保存食・伝統食、わが家の味の展示、
「づく出せ一花咲かせ隊」の１年間の活動
報告を行います。また、午後には、料理研究
家・横山タカ子さんの講演会を行います。

時：3 月 15 日（日）
10：00～15：00

（講演会：13：30～）
所：真々部公民館

料：無料 問：真々部区長・丸山
さん

（473・3237）

日本木材学会大会
公開シンポジウム
「さぁどうする？
日本の森林」

脱温暖化社会の実現、持続可能な豊か
な社会の構築などに向け、日本の森林
をどのように育て利用していけばよい
のか。キャスターの草野満代さん、大
手メーカー開発担当者、県担当職員な
どを迎え、語り合います。

時：3 月 16 日（月）
14：20 ～ 17：15

（開場：14：00）
所：まつもと市民芸術館

料：無料
※申し込み不

要。直接会
場にお越し
ください。

問：県林業センター
木材部 452・0600
651・1311）または
耕地林務課林務係

松本友の会
「シンプルでていねいな
暮らしを求めて～家事
の工夫の中から～」

家族みんなが生き生きと暮らすため、
一日をどう過ごしていますか。「魔法
使いの台所」などの執筆者・村川協子
さんを迎え、豊かな生活経験を通じて
の話をお聞きします。

時：4 月 21 日（火）
10：00 ～正午

所：穂高会館

料：600 円
（当日券：700円）

問：松本友の会
（435・9514）
後援／市教育委員会

ホームヘルパー
2級資格取得講座

土曜日の開講で、ホームヘルパー２級
の資格取得を目指します。修了後の就
労も支援します。障害のある人も一定
の要件を満たせば受講できます。申込
期間は 3 月 16 日から 4 月 16 日までで、
先着順となります。

時：（受講期間）4月18日～8
月1日の土曜日、（実習期
間）、8月3日～9月19日の
４日間

所：松本市勤労者福祉センタ
ー、松本市南部公民館ほか

定：20 人
料：受講料

5万5,000円
テキスト代
6,000円
実習費
7,000 円

問：ＮＰＯ法人　ワーク
ス&コミュニケーシ
ョンズ（450・6286、
650・6287）または
社会福祉課障害
福祉係

その他 後援イベント 等

１２３ 図
書
館
業
務
の

一
部
が
変
わ
り
ま
す

穂
高
図
書
館
は

4
月
30
日
に
閉
館

本年 6月中の完成を予定している穂高交流学習センター
（撮影：2月 24 日）
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穂
高
図
書
館
で
は
、
親
子
で
楽
し
め
る

マ
リ
ン
バ
と
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

申
し
込
み
不
要
で
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

3
月
14
日
（
土
）

　
　
　

開
場　

午
後
1
時
30
分

　
　
　

開
演　

2
時

　
　
　
（
演
奏
時
間
約
１
時
間
）

■
場
所　

穂
高
会
館　

視
聴
覚
室

■
定
員　

50
人
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庭
木
の
手
入
れ
技
術
講
習
会　

第
３
回

春
編
は
病
害
虫
対
策
・
施
肥
な
ど
を
中
心

に
座
学
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
春
先
の
庭

の
管
理
に
つ
い
て
の
ご
質
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

■
日
時　

3
月
29
日
（
日
）　

　
　
　

午
前
9
時
～
11
時
こ
ろ

■
会
場　

三
郷
公
民
館
会
議
室

■
講
師　

市
緑
化
協
会
会
員

　
　
　

高
木 

一
寿 

さ
ん

■
定
員　

25
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

２
０
０
円

問
3
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
三
郷
公
民
館 

　
（
77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７
）

　

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

三
郷
生
涯
学
習
係
で
は
、来
年
度
の「
ひ

ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
出
会
い
を
通
し

て
、
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
仲
間

と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

■
活
動
内
容　

10
組
程
度
の
親
子
で
班
を

作
り
、
週
１
回
（
水
・
木
・
金
の
い
ず

れ
か
）
活
動
。
活
動
内
容
は
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
、
班
ご
と
話

し
合
っ
て
決
め
ま
す
。班
活
動
の
ほ
か
、

全
体
活
動
や
行
事
（
夏
祭
り
・
ク
リ
ス

マ
ス
会
な
ど
）
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
期
間　

4
月
～
翌
年
3
月

■
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分（
予
定
）

■
対
象　

　
　

保
育
園
入
園
前
の
幼
児
（
満
１
歳
以

上
）
と
そ
の
保
護
者

■
入
会
金
等　

　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
７
０
０
円

（
予
定
）、バ
ッ
ジ
代
２
０
０
円
（
親
子
）

■
申
し
込
み　

　

三
郷
公
民
館
窓
口
で
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、4
月
8
日
（
水
）

ま
で
に
三
郷
公
民
館
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
事
前
説
明
会　

　

初
め
て
申
し
込
む
人
な
ど
を
対
象
に

事
前
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
日
時
・
3
月
27
日（
金
）
午
前
10
時
～
、

三
郷
公
民
館
２
階
第
２
、第
３
会
議
室
）

■
そ
の
他　

　

開
講
式
は
、
4
月
24
日
（
金
）
午
前

10
時
か
ら
三
郷
公
民
館
講
堂
で
行
い
ま

す
の
で
、
ご
予
定
く
だ
さ
い
。

問
三
郷
生
涯
学
習
係

　
（
77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７
）

公民館・教育委員会

クッキング
コーディネーター
浜このみさん

早
春
コ
ン
サ
ー
ト

マ
リ
ン
バ
と
ピ
ア
ノ
の
調
べ

　

明
科
公
民
館
で
は
、「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
曲
と
皆
さ
ん
に
馴
染
み
深
い
ク
ラ

シ
ッ
ク
曲
の
心
温
ま
る
演
奏
会
で
す
。
初

春
の
一
夜
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
優
雅
な
演

奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
6
時
開
場　

　
　
　
　

午
後
6
時
30
分
開
演

■
場
所　

明
科
公
民
館　

講
堂

■
定
員　

１
０
０
人

■
出
演　

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

松
本
才
能
教
育
指
導
者

　
　
　
　
　
　
　

牛
山 

正
博
さ
ん

　

ピ
ア
ノ　
　
　

松
本
室
内
合
奏
団
団
員

　
　
　
　
　
　
　

野
田 

あ
ゆ
子
さ
ん

■
曲
目　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た

　

め
の
ソ
ナ
タ　

ほ
か

■
そ
の
他　

入
場
無
料
。
申
し
込
み
は
不

　

要
で
す
。

問
明
科
公
民
館

　
（
62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４
）

明
科
公
民
館

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

三
郷
公
民
館

庭
木
の
手
入
れ

技
術
講
習
会　

春
編

放課後子ども教室

わいわいランド
安全管理員募集
週１回、放課後の子どもたちの遊びを見守
り、放課後の居場所づくりを行う「わいわ
いランド」。この活動を支えるボランティア
スタッフを募集しています。子どもたちが
のびのびと遊べる環境を共に作っていきま
せんか。詳しくは下記までお問い合わせく
ださい
■活動日時　水曜日（穂高北小のみ木曜日）、
　　　　　　午後 2 時～ 5 時ころ
■場　　所　各小学校体育館など
■謝　　礼　１時間 540 円　
問社会教育課子ども支援係
　（462・4565 662・3525）

◇お詫びと訂正◇
広報あづみの 76 号（2 月 18 日発行）
■ 10 ページ　ＡＥＤの設置台数

［誤］公共施設など 75 カ所に設置
［正］公共施設などに 72 台を設置

親
と
子
の
遊
び
と
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」

参
加
者
募
集

■
演
奏
者

マ
リ
ン
バ　

菊
池 

は
る
か
さ
ん

ピ
ア
ノ　
　

阿
部 

清
美
さ
ん

■
そ
の
他　

入
場
無
料
。
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
託
児
が
必
要
な
場
合
は
事
前

に
穂
高
図
書
館
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

穂
高
図
書
館
で
は
、
長
野
放
送
「
土
曜

は
こ
れ
ダ
ネ
ッ
！
」
で
お
な
じ
み
の
、
ク

ッ
キ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
浜
こ
の

み
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。「
簡
単 
お
い
し
い 

オ
シ
ャ
レ
な
レ

シ
ピ
本
が
で
き
る
ま
で
～
夢
の
実
現
は
料

理
か
ら
～
」
と
題
し
、
実
際
の
レ
シ
ピ
も

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。
主
婦
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
お
子
さ
ん
か
ら
お
父
さ
ん
ま

で
楽
し
め
る
講
演
で
す
。

■
日
時　

3
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

■
場
所　

穂
高
会
館
第
２
会
議
室

■
定
員　

80
人

■
そ
の
他　

入
場
無
料
。
申
し
込
み
は
不

　

要
で
す
。

問
穂
高
図
書
館

　
（
84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６
）

浜
こ
の
み
さ
ん
講
演
会

簡
単
お
い
し
い
オ
シ
ャ
レ
な

レ
シ
ピ
本
が
で
き
る
ま
で

～
夢
の
実
現
は
料
理
か
ら
～
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子
ど
も
駅
伝
大
会

　

参
加
者
募
集

　

子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
混

合
チ
ー
ム
で
、１
人
約
１
㌔
を
走
り
、た

す
き
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
大
会
終
了
後
の

と
ん
汁
も
お
楽
し
み
で
す
。

■
日
時　

3
月
20
日（
金
）午
前
9
時
集
合

■
場
所　

明
科
水
辺
の
楽
校

■
対
象
者　

小
学
１
～
６
年
生

■
参
加
費　

１
人
２
０
０
円
（
当
日
）

■
申
込
期
限　

3
月
10
日（
火
）消
印
有
効

■
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

学
校
、学
年
、性
別
、名
前
、保
護
者
氏

名
、
電
話
番
号
と
走
る
速
さ
が
同
学

年
の
友
だ
ち
と
比
べ
た
と
き
に
「
速

い
」、「
普
通
」、「
遅
い
」
か
を
記
入
し

て
左
記
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
明
社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

　
（
62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５
） 

　

〒
３
９
９
‐
７
１
０
２　

安
曇
野
市

　

明
科
中
川
手
６
８
１
４
‐
１

　

社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

　

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　

出
場
者
募
集

　

市
で
は
「
第
19
回
長
野
県
市
町
村
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
」と「
第
５
回
長
野
県

市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
」

の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
3
月
12
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
者

多
数
の
場
合
は
3
月
下
旬
に
選
考
会
を

実
施
し
ま
す
。

問
明
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係 

　
（
62
・
４
５
６
５ 
62
・
３
５
２
５
）

◆
大
会
概
要

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　
（
中
学
生
以
上
一
般
の
部
）

■
期
日　

5
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
8
時
40
分
ス
タ
ー
ト

■
コ
ー
ス　

松
本
城
太
鼓
門
発　

松
本

平
広
域
公
園
陸
上
競
技
場
着　

８
区

間
38
・
１
㌔

■
参
加
資
格

①
平
成
21
年
度
長
野
県
陸
上
競
技
協
会

登
録
競
技
者
（
大
学
生
な
ら
び
に
高

校
生
は
同
協
会
へ
登
録
を
済
ま
せ
た

者
）

②
未
登
録
者
は
所
定
の
登
録
手
続
き
を

必
ず
済
ま
せ
る
こ
と

③
平
成
成
21
年
4
月
1
日
現
在
で
市
内

居
住
者
で
あ
る
こ
と
（
大
学
生
な
ら

び
に
高
校
生
は
現
住
所
ま
た
は
出
身

地
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
市
町

村
か
ら
参
加
可
能
）

市
町
村
対
抗
小
学
生

　

駅
伝
競
走
大
会　
　

■
期
日　

5
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
45
分
ス
タ
ー
ト

■
コ
ー
ス　

松
本
平
広
域
公
園
陸
上
競

技
場
発
着　

４
区
間
６
㌔

■
参
加
資
格　

①
平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
で
市
内
居

住
者
で
あ
る
こ
と

②
小
学
４
･
５
･
６
年
生

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

春
風
き
っ
て
、走
り
ま
せ
ん
か
。
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